
第 4 回配布 確認テスト— 1

令和 8 年度荒川法人会初級簿記講習会（第 4 回）

第 3 回の確認テスト（現金・預金） 氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

問 1 次の勘定科目は「資産・負債・資本・収益・費用」のどれに当たりますか。（ ）に記入しなさい。
【10 問】
思い出しヒント：お金・預金・受け取る権利＝資産／支払う義務・銀行からの借り＝負債／『受取○○』＝収益／『支払
○○』『○○費』＝費用 ※当座借越＝残高を超えた分＝銀行からの一時的な借入

1．現 金 2．普通預金 3．当座預金 4．当座借越 5．受取利息

6．支払手数料 7．水道光熱費 8．売掛金 9．買掛金 10．借入金

問 2 正しいほうに○を付けなさい。【5 問】

1．他人が振り出した小切手を受け取ったとき、記入する科目は？
現金／当座預金

2．自分が小切手を振り出して支払ったとき、貸方の科目は？
現金／当座預金

3．帳簿残高と実際有高がずれたとき、帳簿をどちらに合わせる？
実際有高／帳簿残高

4．帳簿残高より実際有高が少なかったとき、現金過不足はどちら
に立つ？

借方（左）／貸方（右）

5．当座預金の残高を超えて小切手を振り出した状態を何という？
当座借越／当座貸越



第 4 回配布 確認テスト— 2

問 3 次の取引の仕訳を書きなさい。【10 問】（各問の（ヒント）を手がかりに）
使う科目：現金／普通預金／当座預金／現金過不足／売掛金／買掛金／売上／仕入／支払手数料／水道光熱費／支払家賃
※問 8 は 2 行

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

問 1 商品 30,000 円を売り上げ、代金は相手が振り出した小切手で受け取った。 （ヒント：他人の小切手＝現
金）

問 2 現金 50,000 円を普通預金口座に預け入れた。 （ヒント：資産の中の置き場所の移動）

問 3 現金の実際有高を調べたところ、帳簿残高より 3,000 円少なかった。 （ヒント：まず現金を合わせる）

問 4 上記の不足額のうち 2,000 円は、水道光熱費の記帳漏れであることが判明した。 （ヒント：反対側に書い
て消す）

問 5 現金の実際有高を調べたところ、帳簿残高より 1,000 円多かった。 （ヒント：超過＝現金を増やす）

問 6 買掛金 40,000 円を、小切手を振り出して支払った。 （ヒント：自分の小切手＝当座預金）

問 7 売掛金 20,000 円を相手振出の小切手で回収し、ただちに当座預金に預け入れた。 （ヒント：現金を通さ
ない）

問 8 買掛金 60,000 円を普通預金から振り込み、振込手数料 440 円も普通預金から引き落とされた。 （ヒ
ント：手数料は支払手数料・ 2 行）

問 9 商品 80,000 円を仕入れ、代金は掛けとした。 （ヒント：第 2 回の復習）

問 10 事務所の家賃 50,000 円を普通預金から支払った。 （ヒント：第 1 回の復習）

プラスα 余裕のある人はチャレンジ！【5 問】（ヒントなし。できたら第 3 回は完璧）

α1 現金過不足（超過 2,000 円）の原因が、売掛金回収の記帳漏れと判明した（判明時の仕訳）。

α2 当座預金残高 30,000 円のとき、買掛金 50,000 円を小切手で支払った（当座借越契約あり）。

α3 普通預金 A 銀行から普通預金 B 銀行へ 100,000 円を振り替えた。

α4 商品 70,000 円を売り上げ、代金のうち 20,000 円は現金で受け取り、残額は掛けとした。

α5 得意先の売掛金 40,000 円の回収として、普通為替証書を受け取った。
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解答・解説 第 3 回の型：他人の小切手→現金／自分の小切手→当座預金／現金過不足は「まず現金を合わせ、空い
た側へ」

【問 1】

1．現 金
資産

2．普通預金
資産

3．当座預金
資産

4．当座借越
負債

5．受取利息
収益

6．支払手数料
費用

7．水道光熱費
費用

8．売掛金
資産

9．買掛金
負債

10．借入金
負債

【問 2】

設問 答え 理由
1．他人が振り出した小切手を受け取ったとき、記入する科
目は？

現金 すぐ換金できる紙＝通貨代用証券は現金

2．自分が小切手を振り出して支払ったとき、貸方の科目
は？

当座預金 当座預金から引き落とされる約束

3．帳簿残高と実際有高がずれたとき、帳簿をどちらに合わ
せる？

実際有高 手元にある金額が事実。まず現金を合わせる

4．帳簿残高より実際有高が少なかったとき、現金過不足は
どちらに立つ？

借方 貸方に現金を減らし、空いた借方へ

5．当座預金の残高を超えて小切手を振り出した状態を何と
いう？

当座借越 銀行からの一時的な借入。仕訳は当座預金勘定
のまま

【問 3】

問 借 方 貸 方 解説

1 現金 30,000 売上 30,000 通貨代用証券は現金。

2 普通預金 50,000 現金 50,000 普通預金が増え、現金が減る。

3 現金過不足 3,000 現金 3,000 不足＝貸方に現金。空いた借方に現金過不足。

4 水道光熱費 2,000 現金過不足 2,000 本来の科目を借方に、現金過不足を貸方で消す。

5 現金 1,000 現金過不足 1,000 借方に現金、空いた貸方に現金過不足。

6 買掛金 40,000 当座預金 40,000 自分が振り出した小切手＝当座預金の減少。

7 当座預金 20,000 売掛金 20,000 現金を経由せず当座預金の借方。

8
買掛金 60,000
支払手数料 440

普通預金 60,440 手数料の記帳漏れが通帳と帳簿の不一致の典型。

9 仕入 80,000 買掛金 80,000 仕入（費用）は借方、買掛金（負債）は貸方。

10 支払家賃 50,000 普通預金 50,000 『支払』が付けば費用。

【プラスα】

問 借 方 貸 方 解説

α1 現金過不足 2,000 売掛金 2,000 超過時は現金過不足が貸方に立っている→借方で消す。本来
書くべき貸方の売掛金を立てる。

α2 買掛金 50,000 当座預金 50,000 残高に関係なく当座預金勘定。マイナス 20,000 円が当座借
越の状態。

α3 普通預金 B 銀行 100,000 普通預金 A 銀行 100,000 銀行別の科目間の移動。

α4
現金 20,000
売掛金 50,000

売上 70,000 一部現金・一部掛け。借方 2 行の合計が売上と一致。

α5 現金 40,000 売掛金 40,000 為替証書も通貨代用証券＝現金。
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【自習用】第 4 回 練習問題数値替え版―その他の資産・負債／消費税（10 問・順不同）
テキスト P.52〜76 の練習問題を、数値を変えて順番をばらしたものです。仕訳を書いてから、下の薄い文字の答えで確かめてく
ださい。科目：土地／建物／車両運搬具／貸付金／クレジット売掛金／仮払金／差入保証金／現金／当座預金／売掛金／未払金／
預り金／立替金／仮受金／仮受消費税／売上／受取利息／給料／旅費交通費／支払手数料／修繕費

問 1 従業員に給料 280,000 円を支給するにあたり、前貸ししていた 30,000 円と源泉所得税 15,000 円を
差し引き、残額を現金で支払った。

問 2 商品 500,000 円（税抜価額）を売り上げ、代金 550,000 円（税込価額）を現金で受け取った。税抜方
式。

問 3 店舗用の土地 2,500,000 円を購入し、代金は小切手を振り出して支払った。なお、仲介手数料と整地
費用 500,000 円は現金で支払った。

問 4 従業員が出張から戻り、旅費の概算額 60,000 円を精算したところ、旅費は 56,000 円であり、残額
4,000 円を現金で受け取った。

問 5 営業用自動車 1,500,000 円を購入し、代金のうち 300,000 円は小切手を振り出し、残額は翌月末に支
払うことにした。

問 6 店舗を賃借し、敷金 400,000 円を現金で支払った。

問 7 売価 300,000 円の商品をクレジット払いの条件で販売した。信販会社への手数料（販売代金の 2％）
は販売時に計上する。

問 8 取引先への貸付金 150,000 円が返済期日となり、利息 3,000 円とともに現金で受け取った。

問 9 出張中の従業員から当座預金口座に 70,000 円の入金があり、内容不明のため仮受金としていたが、得
意先からの売掛金の回収額と判明した。

問 10 台風で破損した店舗の屋根を修繕し、修繕費 80,000 円を現金で支払った。

解答
1．給料 280,000 ／ 立替金 30,000 ・預り金 15,000 ・現金 235,000 （練習 4-6②の型：給料は額面、差し引いたものは貸方に並べる）
2．現金 550,000 ／ 売上 500,000 ・仮受消費税 50,000 （練習 4-9②の型：売上は税抜、預かった消費税は仮受消費税）
3．土地 3,000,000 ／ 当座預金 2,500,000 ・現金 500,000 （練習 4-1①の型：付随費用は取得原価に含める）
4．旅費交通費 56,000 ・現金 4,000 ／ 仮払金 60,000 （練習 4-7③の型：仮払金を消して確定した費用へ）
5．車両運搬具 1,500,000 ／ 当座預金 300,000 ・未払金 1,200,000 （練習 4-5③の型：商品以外の後日払いは未払金）
6．差入保証金 400,000 ／ 現金 400,000 （練習 4-8 の型：返ってくる敷金は資産）
7．クレジット売掛金 294,000 ・支払手数料 6,000 ／ 売上 300,000 （練習 4-2①の型：売上は満額、手数料を引いた手取りがクレジット売掛金）
8．現金 153,000 ／ 貸付金 150,000 ・受取利息 3,000 （練習 4-3②の型：貸付金を消し、利息は受取利息）
9．仮受金 70,000 ／ 売掛金 70,000 （練習 4-7④の型：仮受金を消して本来の科目へ）
10．修繕費 80,000 ／ 現金 80,000 （練習 4-1②の型：元に戻す支出は費用。改良なら建物）


